
（2）標準治療と科学的根拠（エビデンス）
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2. 治療について知る

（1）診断から治療までのながれ（ライフコース）



1918

　がんゲノム医療は、主にがんの組織または血液を用いて多数の遺伝
子を検査することにより、患者一人ひとりに最適な薬を選ぶ方法です。
　県内では、琉球大学病院および県立中部病院ががんゲノム医療連
携病院の指定を受けており、数回の専門外来を経た後に、がん遺伝
子パネル検査を行っています。まずは担当医と相談してみましょう。

（5）ゲノム医療

　薬物療法や放射線治療を行うことで、精巣や卵巣の機能が弱まり、
妊娠するために必要な能力（＝妊孕性）が低下してしまうことがあり
ます。
　基本的には、がんの治療を優先しながら、将来妊娠する可能性を
残す方法（＝妊孕性温存療法）を考えることになりますが、そこには
さまざまな選択肢があります。まずは担当医、
家族、パートナーとよく相談して、どうする
のかを決めてください。
　沖縄県では現在、妊孕性温存療法お
よび温存後生殖補助医療にかかる費用
の一部を助成する事業があります。詳
しい情報に関しては沖縄県のホーム
ページをご覧ください。

コチラもCheck!  『がんになったら手にとるガイド』

　「最先端の治療」が本当に効くのかどうか、安全、かつ倫理的、科
学的に調べるための方法が「臨床試験」です。
　臨床試験に参加するメリットは、より整った医療体制の中で、未来
の標準治療を誰よりも早く受けられる可能性があることですが、一方
で実際には現行の標準治療よりも効き目が高くなかったり、予想外の
副作用を経験する可能性もあります。
　このため、事前に専門家から十分な説明を受け、十分に納得した
場合にのみ同意し、参加してください。なお、同意の後でも、治療の
間でも、参加を取りやめることは可能です。

（3）臨床試験

　補完代替療法とは、通常、がん治療の目的で行われている医療（手
術や、抗がん剤治療をはじめとする薬物療法、放射線治療など）を補っ
たり、その代わりに行う医療のことです。
　健康食品やサプリメントがよく注目されますが、鍼・灸、マッサー
ジ療法、運動療法、心理療法と心身療法なども含まれます。
　しかし、有効性が科学的に確認されているものは現在のところあり
ません。そのため、情報の内容や選択については、よく吟味する必要
があります。
　もし関心のある補完代替療法があれば、担当医に意見を求めてみ
ましょう。

（4）補完代替療法


